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長野県における結婚の特徴
坂 井 博 通











































































































































































表 2 都道府県別にみた配偶関係諸率の長野県の順位 :1960､90年
女
60年 90年 60年 90年 60年 90年 60年
1 3 2 3 45 42 -45
5 3 3 7 41 44 44
15 6 7 21 30 40 32
32 16 8 27 6 27 14
32 18 6 28 5 22 7
40 24 7 26 2 14 6
38 26 16 19 3 ll 3
37 29 15 15 9 6 3
35 30 20 15 16 4 4
37 34 30 12 33 5 ll
18 32 33 10 34 1 21
19 34 20 9 37 ll 26
女
60年 90年 60年 90年 60年 90年 60年
43 43 46 45 44 10 46
45 44 45 44 44 22 45
43 41 44 37 41 21 44
45 38 42 33 43 35 42
43 35 37 36 42 37 37
46 37 36 34 45. 41 36
44 42 41 39 46 41 41
43 44 38 42 28 10 38
45 44 37 43 17 20 37
43 44 36 42 ll 25 36
38 46 26 34 9 17 26








































































































































70 74 78 82 86 (%)
1960年25-29歳女子有配偶率
160 清泉女学院短期大学研究紀要(第14号)








































































































































表 3 いくつかの変数と平均初婚年齢との相関 二1960年
163
仮 説 変 数 名 平 均 初 婚 年 齢
男 子 f 女 子
A 人 口学 的 み か けB 男 女 の 接 触 機 会 の 平 均 年 齢 男 -0.59 -0.42
女 -0.62 -0.43
人 口密度 47 38
少 な さC 男 女 の 属 性 の 転 入 割 合 0.45 0.30
性 比 25-29歳 0.47 0.30
短 大 以 上 学 歴 男 5 46
大 き な ミ ス マ ッチ 女 0.50 0.38
17歳 身 長 男 0.40 0.22
表 4 年齢別､夫妻の出身県別組み合わせ (%)
年齢 妻県内 妻県内 妻県外 妻県外
夫県内 夫県外 夫県内 夫県外
20代 75.0 8.3 4.2 12.5 24
30代 78.0 6.0 8.0 8.0 50
40代 76.7 4.5 14.3 4.5 133
50代 79.1 4.7 12.4 3.9 129
60以上 87.2 5.6 6.1 .8 125
総数 370 24 48 19` 461
80.3 5.2 10.4 4.1 100.0
資料)長野県世論調査協会 ｢われら信州人｣調査 (1994)より
表 5 年齢別､妻の父母の出身地
年齢 父母 とも 父母 とも 父だけ 母だけ 分から県内 県外 県内 県内 ない
20代 75.0 6.3 6.3 12.5 0
30代 76.8 12.5 3.6 5.4 1.8
40代 76.9 16.4 5.2 1.5 0
50代 84.6 ll.0 2.9 1.5 0




表 6 年齢別､妻の ｢子供の結塘相手の出身地に対する希望｣ (%)
年齢 どちらかと どちらかと こだわら 分からないいえば県内 いえば県外 ない
20代 18.8 2.1 60.4 18.8
30代 23.2 1.8 69.6 5.4
40代 22.4 1.5 70.9 5.2
50代 33.8 2.2 60.3 3.7
60以上 46.0 0.8 51.6 1.6
資料)表4に同じ｡
注)級数は表4と同じ461｡
が､全国的に見てここ20-30年､高く推移して
いることを示している｡
長野県に現在居住している者に関して夫婦
の出身を調べると､長野県出身者同士の婚姻
が80%程度と非常に高い(表4)｡年齢別に細
かく見ても年齢が若いほど値が小さくなるが
大体80%弱が県内出身者同士の結婚である｡
また､調査対象者の両親の出身が県内同士
である割合も全体の80%弱で､本人と配偶者
の出身データとほぼ呼応していると考えられ
る(表5)｡ただ､県内出身者と県外出身者と
をあわせて見ると､20代､30代に関しては､
両親が県内出身者である割合が若干小さい｡
したがって､配偶者選択の機会は､少なく
とも戦後はほとんど変化がないことが示唆さ
れた｡これは､長野県の ｢人口の停滞性｣に
よると思われる (坂井(1995))｡
このように見てくると､東京の場合には､
多くの県外出身者が結婚年齢を高めているが､
長野県の場合には､むしろ逆の可能性が考え
られる｡つまり､県内出身者の配偶者選択の
可能性が小さく､それが平均初婚年齢の高さ
を生んでいるとも考えられる｡しかし､結婚
相手として特に県内出身者にこだわってはい
ないようである(表6)｡現実に県内出身者と
しか出会わないという可能性が大きいと思わ
れる｡
ところで､本稿において人口学的､社会学
的なマクロの構造が初婚年齢に影響を与える
という仮説では長野県の平均初婚年齢の高さ
の特殊性を説明できなかった｡そこで､いく
つかの他の可能性を最後に示しておく｡
まずは､豊かな自然環境やよい労働環境が､
配偶者選択行動よりも趣味や仕事に生きがい
を求めさせているために結婚が遅 くなってい
るという可能性である｡つまり､豊かな独身
生活が結婚を遅 くしているという仮説である｡
このことは都道府県別の ｢生活時間｣の調査
や､生活満足度の県別比較等で明らかになる
かも知れない｡
次は､婚姻届を出すのが他県よりも遅いと
いう可能性であるOつまり､何らかの理由で
同棲期間が他県よりも長かったり､あるしき
たりで実際の婚姻が遅れるということである｡
また､配偶者選択にあたって他県よりも時
間をかけているという可能性も考えられる｡
長野県の離婚率は他県と比べて非常に低いが､
このことが結婚に対する慎重度を示す指標で
坂井●長野県における結婚の特徴
あるならば､大いに考えられる仮説である｡
一般に日本全体では､男女が知 り合ってから
結婚するまでの期間が長 くなっていて､この
ことが初婚年齢を上昇させているのに貢献し
ている(厚生省人口問題研究所(1993)).知 り
合って結婚するまでの期間を､知 り合って婚
約するまでの期間と婚約から結婚するまでの
期間に分けると､後者はほとんど変化が無 く､
前者が長 くなって初婚年齢が高 くなっている
ことが知られているが､長野県の初婚年齢の
高さが､どの時点の影響であるのかを特定す
る必要もあるだろう｡
ところで､長野県の高い平均初婚年齢が高
い未婚率にはつながっていないこともたい-
ん興味深い｡たとえば､1960年でも90年でも
長野県の50代の有配偶率は男女 とも非常に高
かった｡これは､若年層-の結婚-のプレッ
シャーとなるだろう｡つまり､未婚者の周り
の年配者に有配偶の者が多く､｢結婚はするも
のである｣いう印象を無意識に与えているこ
とになるからである｡戦前､戦後を通して変
わらぬ結婚年齢と有配偶率の高さは､それ自
体がすでに無意識の伝統となっている可能性
もある｡
本稿で示したように社会経済的変数では婚
姻に関する長野県の特殊性を説明できなかっ
た｡今後は県民性や特有の結婚規範に関する
側面について実証的に検討していく必要があ
ると思われる｡
注1)SMAM とはSINGULARMEANAGEOF
MARRIAGEの略称で､平均初婚年齢が得られ
ない場合に､人口の配偶関係から統計的に導かれ
165
る平均初婚年齢の近似値である｡
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